
混
在
、
金
川
内
的
に
健
福
胤
づ
く
D
知
運
動
か
昨
ぴ
h
r
v
h
U
ム
れ
て
い
ま
す
。
平
塩
市
で
は
、
昨
年
八
け
に
平
塚
市
民
の

健
康
均
等
吋
る
推
進
協
議
会
(
院
草
忠
習
会
長
)
が
発
定
し
、
間
分
の
健
康
は
円
分
で
守
る
、
と
い
う
意
識
を
市
民

全
体
に
高
め
健
康
づ
く

pb森
進
す
あ
た
め
、
持
地
尽
か
ら
推
閣
を
ai之
け
主
健
康
普
及
員
を
手
喝
し
、
六
月
か
ら

情
動
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
れ
帥
町
議
は
幸
せ
の
窮
一
揖
と
い
え
ま
す
他
国
践
の
時
九
位
療
を
考
え
ゐ
乙
と
か
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
地
康
出
巡
の
三
木
村
は
、
栄
鵠
(
食
引
)
、
休
器
、
連
動
で
す
。

ζ
の
バ
ラ
ン

ス
の
よ
く
と
れ
た
生
析
を
送
4
Q
L」

mV2心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

っ
て
い
る
「
住
民
検
診
」
の
手
助
け
を

し、
4

人
で
も
多
く
白
書
加
を
呼
び
か

け
る
こ
ム
と
を
滋
め
ま
し
た
。
立
七
刷
出
足

で
は
、
乳
が
ん
の
自
己
触
詰
世
田
学
習

会
と
一
般
参
加
に
よ
る
け
が
の
応
急
処

段
の
勉
強

A

引
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
病
原
由
民
で
は
、
時
軒
及
同
の
み

な
さ
ん
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
地
域
の

罷
躍
づ
く
り
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
張
り
印
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
地
区
も
現
在
、
話

K日い

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
切
る
い
怨
成
づ

く
り
へ
の
第
一
揖
が
ス
タ
!
ト
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
む
協
均
く
だ
さ
い
。

ぬ348( 8見

地
域
ぐ
る
み
の
襲
づ
く
担
任
と
、
住
民
警
夏
季
体
重
定
の
お
手
伝
い
害
義
霊
友
高

と
ζ
ろ
で
、
市
で
盛
年
行
っ
て
い
る

巡
回
作
民
検
診
で
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
、
腕
が
ん
検
診
、
鐙
環
器
検

ま
た
、
連
日
酬
は
、
軽
く
汗
ば
む
程
度
努
力
し
て
健
訂
版
摺
進
を
は
か
る
、
日
分
診
、
貧
血
検
夜
を
実
撞
し
で
い
ま
す
。

の
も
白
な
ら
ど
ん
な
も
の
で
も
よ
い
で
の
健
嗣
は
円
分
で
守
る
、
と
い
う
儲
佐
市
民
の
み
を
し
ん
も
韻
静
的
に
参
加
し

し
よ
う
。
日
常
の
生
活
の
中
で
朝
夕
の
で
同
時
脱
づ
く
り
を
進
め
あ
こ
と
が
大
切
て
れ
た
だ
き
、
自
分
の
鑓
麗
状
閣
を
常

廷
に
起
き
る
鎚
川
出
陣
沼
の
一
つ
と
し

ま

や

、

身

体

に

合

っ

た

軽

い

体

掛

を

で

す

。

に

知

っ

て

お

き

、

口

口

時

鳥

そ

し

て

ほ

て

食

中

毒

が

あ

り

ま

す

。

乙

れ

は

、

飲

十

欠
か
さ
ず
す
る
ζ
と
で
す
。
朝
の
日
ざ
喜
瞳
富
態
語
努
習
壇
家
瞳
磁
器
書
し
い
と
思
い
ま
す
。

立
物
草
し
て
体
内
に
入
っ
た
両
紙
撤
め
に
ベ
ッ
ド

5の

」

で

、

軽

〈

手

職

一

崩

醤

鶴

一

一

一

々

警

の

結

果

、

霊

圧

や

偲

f
Jゃ
、

打

占

な

巳

学

物

関

な

ど

に

よ

蔀

務

蕗

盟

理

曹

轟

昏

帯

晶

謹

梅

田

鯛

一一手

T

イ

一

足

を

上

下

さ

せ

た

り

、

L
L
半
身
を
起
乙

i
i
i
i
i
d
i
l
i
-
-
1
閥
、
貧
血
と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
と

J
て
起
き
る
比
較
的
急
性

1同
室
し
た
り
す
る
宮
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
乙
の
考
え
主
推
し
進
め
る
た
め
じ
し
て
宣
言
葉
グ
ル
{
プ
平
塚
マ

杭
を
ヨ
Fず
る
も
の
で
す
{
平
揖
保
健
た
、
趣
味
な
ど
引
内
見
守
転
換
す
る
ζ
と
平
場
行
で
ま
、
「
く
ら
し
の
山
の
健
山
崎
マ
の
《
(
一
一
円
山
静
枝
会
長
〉
の
協
力
を

所
で
は
、
七
月
中
旬
に
食
中
毒
聾
報
を

I

I

V

も
必
嬰
で
す
。
づ
く
り
」
、
「
輩
艇
の
問
販
は
主
婦
の
得
な
が
ら
、
名
種
玉
県
単
指
叫
講
開
会
を

発
令
し
て
い
ま
す
。
立
中
部
予
防
の
一
一
一

乙
の
よ
ラ
に

f
升
の
制
点
は
円
分
下
」
で
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
福
げ
、
開
惜
し
て
、
斜
理
の
実
踊
指
導
そ
仔
つ

国
則
と
し
て
、
択
の
よ
ラ
な
こ
と
が
あ

2jy

7
~与る
そ
の
た
め
に
、
品
川
盤
、
体
裁
庭
の
干
潟
を
中
心
と
し
た
懲
戒
岱
及
て
お
り
ま
す
。
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
⑦
泊
都
、
新
制
て

理
、
域
紛
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
胞
は
制
躍
を
、
末
年
ほ
か
ら
発
足
さ
せ
ま
し
て
い
る
臼
程
表
空
券
巧
に
、
一
般
の

t

ョ
な
駅
材
料
、
鮪
乍
的
な
取
り
措

則
正
し
い
生
江
刊
の
リ
ズ
ム
を
と
り
も
E
し
た
i

方
々
も
揖
措
的
に
害
加
し
て
い
た
だ

い
と
誌
記
霊
長
冷
蔵
ゆ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
す
る

E
各
自
治
体
に
護
を
お
願
い
し
五
竜
わ
が
家
の
食
語
室
長
ぞ

込
7

端
、
収
村
判
明
は
す
み
や
か
仁
理
問
問
一
切

が
箆
パ
テ
を
同
望
、
快
活
な
五
か
い
治
色
出
さ
れ
た
円
六
十
五
人
の
方
が
、
現
在
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
ロ

ヱ

す

る

、

諸

問

食

品

は

官

き

る

だ

け

早

主

す
こ
と
に
た
る
で
し
ょ
う
。
震
普
及
一
日
と
し
て
議
し
て
お
ら
れ
富
童
書
草
盟
露
盟
議
豊
富
里

く

止

ベ

る

。

良

ベ

践

し

は

早

〈

始

末

す

溺

鑓

輔

瀦

閣

誕

噛

輔

輯

翻

綴

溜

蹴

鞠

醐

盟
詔
抱
沼

a
B
a
g
-
z
E自
ま

す

。

総

精

脳

k
d
磁
単
勝
務
総
融
緩

司

。

乙

う

い

っ

た

点

に

註

す

る

こ

と

欝

耕

鱗

副

議

輯

護

普

及

U
Zな
さ

ん

は

、

震

襲

鍾

轍

轍

欝

カ
主
で
す
が
、
い
ず
正
に
し
て
も
B

蝿

描

事

務

審

議

舗

酷

護

霊

欝

臨

酷

襲

撃

協

調

融

醐

醐

襲

j
j
i
i
1
4
j
l
i
-
-ー
づ
く
り
は
地
域
か
ら
と
、
ま
ず
市
内
を
援
聖
書
富
豊
富
喜
豊
富
童
E

E

g

h

cろ
か
ら
良
化
出
に
つ
い
エ
ゑ
砿
て
考

ベ
ル
ト
の
穴
が
一
つ
大
き
く
な
る
二
十
…
フ
ロ
ソ
ク
に
分
け
、
則
氏
代
表
家
庭
や
軍
躍
に
気
懇
か
り
な
ζ
と
が
例
制

え、

m-毘
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
立
引

と
交
町
が
一
年
組
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
者
を
決
め
て
、
七
月
一
一
沼
健
室
笈
ぷ
あ
る
と
心
配
な
も
の
で
す
が
、
今
行
四

gp

を
と
る
乙
と
が
大
切
で
す

E

す。
m
U
品
川
は
ほ
人
約
九
ゲ
}
一
は
じ
め
、
多
く
代
表
者
協
議
会
(
会
れ
な
お
会
長
〉
安
門
に
オ
ー
プ
ン
し
た
時
限
セ
ン
タ
ー
を
必

懇

議

議

警

戒

叫

翠

畿

の

設

の

寝

間

と

な

っ

て

い

ま

す

。

部

設

立

し

ま

し

た

。

小

心

に

、

市

選

宅

提

携

、

医

↑

継
続
伊
弘
縫
紋
主
態
様
醐
誌
と
い
わ
れ
る
成
人
病
は
、
震
の
混
在
、

ζ
の
地
反
代
表
雲
市
心
に
師
会
、
指
制
区
師
会
の
む
協
力
か
み
て

網
目
か
ら
こ
ほ
れ
や
す
く
、
知
ら
な
い
地
民
の
縫
臨
持
及
一
日
の
み
な
さ
ん
と
、
特
種
横
山
諸
事
業
や
、
慰
成
に
摺
す
る
迂
醐
相

次
に
、
仲
宗
と
活
動
に
つ
い
て
考
え
間
に
日
に
日
に
話
出
会
世
良
し
て
ゆ
き
県
と
市
の
地
反
担
訪
問
磁
帰
べ
え
が
一
し
い
知
識
か
る
に
つ
け
て
い
た
戸
ご
た
鴇

て

み

ま

し

ょ

え

ま

す

J

慰
問
棋
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
ぜ
諸
に
な
っ
て
、
地
灰
白
健
蔵
づ
く
り
の
め
の
義
務
釜
や
、
保
健
婦
に

LZ相
思

刻
代
は
選
出
の
時
代
と
い
わ
れ
て
ひ
健
診
帯
主
け
、
定
期
的
な
テ
エ
ヅ
ク
話
し
合
い

Edめ
て

い

ま

す

。

誠

事

誌

を

湾

施

し

て

い

ま

す

。

た

い
ま
す
。
光
や
騒
己
、
振
動
と
い
っ
た
を
す
る
必
裂
が
あ
り
ま
す
の
健
民
診
断
四
之
宮
地
区
で
は
、
老
人
飽
反
診
笠
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
問
誌
の
み
な

外
m
p
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
前
げ
の
忍
義
、
曳
要
性
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
結
県
か
b
、
お
伴
寄
り
の
出
血
圧
と
さ
ん
の
H
mで
の
限
設
づ
く
り
で
市
川
つ

ゃ
、
仕
事
事
恋
人
間
関
係
、
育
児
さ
ら
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
心
義
の
事
非
常
に
多
い
こ
と
が
わ
て
い
る
事
、
相
談
し
た
い
事
が
あ
り
ま

ι

や
教
室
長
守
精
神
的
な
ス
ト
レ
は
煙
室
喜
男

B
2
2官
、
家
宅
血
圧
が
測
れ
た
ら
と
、
し
た
ら
、
担
当
の
島
掃
が
い
つ
で
も
一

ス
の
多
い
時
代
乏
し
叫
映
し
て
、
多
く
の
心
、
病
気
に
な
コ
て
は
じ
め
て
健
叶
長
田
今
配
の
軟
に
生
活
学
校
の
み
な
さ
ん
と
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
吾
ぞ

人
が
不
隠
す
経
験
し
て
い
る
と
思
い
ま
あ
り
が
た
夫
?
知
る
、
と
い
う
乙
と
に
一
諸
に
、
苧
門
会
所
開
〈
乙
と
が
決
ま
お
気
噂
L
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

す
。
眠
り
は
位
1

肢
の
も
と
、
心
地
よ
い
な
D
が
ち
で
す
亡
現
在
の
よ
う
「
運
動
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
曙
地
反
で
乙
の
セ
ン
タ
i
を
中
心
に
、
平
塚
の

賠
訴
を
と
る
た
め
に
ス
ト
レ
ス
解
情
の
不
足
、
半
健
誠
人
の
増
加
な
ど
品
ら
れ
は
、
幸
せ
の
家
庭
は
佐
原
が
第
一
、
街
中
に
明
る
い
鑓
康
が
広
が
っ
て
い
く

工
夫
が
必
要
で
す
。
る
世
一
白
中
で
は
、
各
鎖
入
が
積
柿
的
に
開
抵
に
な
ら
な
い
よ
う
、
市
川
川
田
川
布
行
と
と
を
編
時
し
て
い
ま
す
。

支はスイカなど白生とみが非常に増える。モ乙

で、吉1111;君子さん〈東中原:E掃47課〉に、摺掃車
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い
時
は
逃
げ
出
ぜ
ば
よ
い
。
③
人
の
と
を
住
験
さ
せ
る
。
③
ガ
ス
器
具
に

繁
は
倒
れ
て
も
自
分
自
稼
は
倒
れ
な
も
扇
動
レ
ゃ
断
器
削
り
取
ゎ
吋
け
を
指

い
だ
石
う
a

③
京
や
貴
療
は
、
市
で
噂
す
る
。
③
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
完
全

用
読
し
て
く
れ
る
だ
否
っ
か
ら
心
配
設
説
法
を
徹
底
す
る
。
④
マ
イ
カ
ー

な
い
図
③
水
、
賞
制
慨
が
な
げ
れ
ば
、
に
も
潟
火
器
の
取
り
付
け
を
義
務

大
勢
甘
ん
持
っ
て
い
る
寵
に
入
り
込
一
ん
化
、
宇
は
じ
め
に
日
公
庁
の
車
は
ず

で
、
金
吾
払
っ
て
持
っ
て
く
れ
ば
よ
ベ
て
取
台
付
け
る
。
⑤
民
聞
か
ら
防

大
地
縁
で
も
火
災
が
起
き
な
け
れ
い
。

ζ
ん
な
4
r
j
A
を
持
っ
て
い
あ
人
災
専
門
手
日
同
を
選
ぴ
、
研
先
指
導
機

暴

言

窓

〈

県

民

語

舎

の

青

島

さ

ん

の

発

表

意

見

腐

を

措

置

す

る

。

て
玄
ひ
と
患
い
ま

5
6
R
砕

h
h
L
f
a
}
也

子

炉

白

⑤

防

災

に

隅

補

助

す

。

行

政

機

関

は

十

砲

重

詰

ヱ

比

融

専

入

を

金

、

同

へ

予

算

委

防
火
対
粛
に
お
お

j

i

'

j

一

ま

そ

す

る

E

補
助

い

に

力

を

そ

そ

ぐ

青

島

常

恭

さ

ん

(

平

塚

二

二

一

一

二

)

が

で

き

な

け

れ

ば

ベ

告

官

ず

。

が

何

軒

か

い

る

ζ
と
を
知
っ
て
お
く
一
時
貸
付
を
し
で
も
、
完
全
な
組
融

涜
在
六
十
歳
以
下
白
人
は
、
大
地
べ
き
で
す
。
一
都
市
で
否
か
kmか
ら
設
備
と
す
る
ο

⑦
具
体
的
な
場
面
で

擦
の
体
験
が
な
い
わ
け
で
す
。
若
い
出
火
し
た
ら
お
手
あ
げ
で
は
な
い
符
を
と
っ
す
れ
ば
よ
い
か
を
教
え
ら

人

に

想

見

を

間

く

と

極

端

な

も

り

か

。

れ

る

ζ
〉
品
川
少
な
い
。
防
災
に
絶
対

に
、
①
地
建
が
来
た
時
は
来
た
時
だ
私
は
行
政
に
対
し
、
次
白
乙
p
xぞ
と
い
う
一
対
簡
は
な
い
。
主
婦
と
若
人

自
分
の
身
を
守
れ
ば
よ
い
。
①
震
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た
い
。
①
起
渓
車
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縁
入
、
と
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空
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、
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と
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談
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、

9
時
1
日
時

〈
〉
消
費
生
若
相
銭
信
選
水
曜
日
、

ω時
1
日
時

〈
〉
時
間
同
明
者
章
特
許
担
談

9
R
8
B
(月
〉
均
時
1
お
時

お気軽にご利用安

一

青

少

年

課

鈴

l
一

一

一

一

内

線

五

六

O

叫

O
膏
世
年
相
談
毎
日
〈
9
時
i
M時
鈎
分
)

た
だ
し
、
土
曜
日
は
口
時
ま
で

福

祉

会

館

お

i
一一一一一一一一一一一

〈
〉
心
配
ご
と
伯
相
談
毎
週
月
闇
日
(
第
五
秒
極
サ
ム
ロ
時
i
m時

。
母
子
相
談
侵
選
芳
1
金
閣
官
9
時
1
日
時
一
四
分

。
課
庭
児
童
相
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談
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時

。
高
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者
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霜
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日
9
時
初
分
5
日
時

土
曜
日
は
ロ
時
ま
モ

泉
市
会
問
問
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談
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月
間
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日
〈
念
日
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i
詔
時

平
埋
寂
北
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交
番
前
パ
ス
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中
で
相
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受
け
る
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プ口顔負げのパッティング今年は115チームが事加した

ボ臼今も
ま年、年

Y では今 々

毒自主警警
喜品手主主
わ、六 閉 る
れ大日同少
た神かを年
。白色迎目安F

重手主実
ス九。会

式ムチー
のが!ヂ真

空藁""吾長
宅買しょ作人〈
ぎて字、臼
察、語中間
耐 の 学げ
行!部生し
わナブLのーや
れメ十部手
t~ ::回二供
。 +-tーや

ハ方 lーち 応援も安打や走者が出るごとに大声援

!JJマ宮古ス志マ廿ス ス :Z'"ト{、主?哩マ[会ピ か生ら 14望書長)村斎君主。出， 銀 中 ノ レ 時縫小町クノJ，予子ド
弘字 額 宛婆壊 原容室哲学イ '1事務学以ト学附i ヘな
(芳謹 (荷主主 タ燈 倖ン出 生 sf) _l)校を、判1 ス

覇空室 護主華 美勝禁事ヰ浜市空車議会記ま話宮 Z
ラ章一 号室ぎ 去費予 }5議主5}設藷理主?議「
くニ芳 生三 、之ノレ ス球会ト 汐〈ベ日空つムをん雲 ド ク 7 ノ 。日;肝 3 の幹子が出に

、 ミ; 三三宅 五議必 島市 i'~ ち躍雪主
ーい 刀人 ツニ刀 腕、球 fコヂ真すとか
市 1~ クも.~三部 。供 J二 るーわ

で〉 …勺一色一勺一句ーも

市立幼稚麹のi重箆広域

さくら幼稚欝 55~4414 200人大 野・八柄 霞上小学校ぽ

ひばり幼稚鼠 31~3828 240人 中原南原松が丘小学校医

建国幼稚叡 31--5326 80人悲 臼小学は

土箆幼稚鴎 58~14日 80人士仔小 学 内 氏

城島幼稚隠 55--{)953 80人城馬小 学 校 民

金包幼稚罰 58~0243 160人金目 ・ み ず ほ 小 学 校 区

港幼稚園 22~4189 80入港小学校ぼ

草 原幼稚程調 23--2834 80人松原小苧J校:z

私立幼稔鐙一覧表

(アイヲエオ服〉

あなたの声を市政に

市へζ意見、ご婆E室、苦情などがあ

ったらお気穏にお出かけを。

鞠重詰轄韓襲i立時ヲ重量所 l織の11盤的覇口で一行っています

71 



飯器寺耳議員の募集

く〉職 種世収嘱託員

心理 格主戸倍令識から60構まで

の男子。

。給 与 11万円穏度

。由L込み 8 月 16 日 ~23日までに

職閣課人事担当へ

こわれた冷蔵庫や沈下警機テレピなどは

燃えないこ、みに出さないでくださし、。直

接市役所環境衛生業務課へ申し込んでく

ださい。ただし、続時ごみ料金主:多少か

かります。

串望書い換えのときは、下取りしてもらって

くだ吉い。

・環境荷生輯務課韓務第 1部電話 23-1111内融 536 

保幾授の算出方法
!l]I主催濃保険税は、つF判所得百I! i~j写山

よって拝されゐ今

!1)1の収へ合説、

~ ).1，礎付j捻1



市
長
さ
九
ど
う
も
島
り
が
と
う

校 4校に
小午問に持唱のブ ノレ完lえした。今年の 2fJに着工し、夏休

みに聞に会うよう工事を進めていたもので、八眠、真士、勝原、

城山の4授に設関された。このプーノレはおむのアノレミ製で、災害

時の飲み水として活用できるよう非常的ろ過装庵も備えているロ

市古は弓!き続き小学校のブールを整備していくので、他校のみな

さんはもう少しのC:'I'-'抱を。

ワー〉令たし、 ブーんに入る前は必ずシャワーをあびょう

ト
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叫フぞたきで
法ぎは先生{こまかせとけ、この王室は全員治げるように特訓だ

。集会場所平塚署Rバス停1番線午前7時半

または伊勢原釈北口バス停8時

。コース 平境=伊勢原=t某ケ谷谷太郎林道

不動元キャ Yプ燭七沢病程入口ヱヱ伊勢原ご平語

(徒歩約10km)

。持葬ナるもの弁当、水筒、変通費 900F守を持葬

する。はきも白は運動グ/0

担当教膏委員金体背諜霊童話31~3060

詑でも自由に禾Ij用できる。樟自はパス

ケット、バレー、パト。ミ /'1、y、車時。

パドミント Y、卓球自ラケット、ジキトノレ、

ルは各同持事とする。

8 !l25臼(月〉午後 1a寺~8a寺

9月8El (月〉グ

9 !l29悶(丹〉。

なお、嘩動〈。つ f上ば吉〉と運動のでき

る糧装で事加すること。



111111111111111111111111111文学111111111111111111111111111

我が町、ぼ〈を呼ぷグ

クィ !Jアム・ゴ」ルヂィング

麻田醐立事件砧 八WJ 止夫

山麓 丹羽 文雄

鉄のf:i魚 問 中 光 二

鰭われ探輯 大厳重手彦

私設刑事 藤本義一

夫のいない部賠 111島信夫

真珠誕生 源民鶏太

悪意のきれっぱし 生島治郎

大密室 佐野洋

地球喪主菖 海野十三

ダYプかあちゃん 稲揮 羽子

わんば〈公子 山手樹一郎

IIl!Illfltll!ll山"誼躍・生活IIIIIIIII!IIHIHIIIII

華族のための健康管理大矢イニ莞

成人病を予防する宜事五島雄一郎

饗から夫へ自責静学 五高雄一郎

赤ち ゃんの常盤と離乳貴ニ木武
1111l1!111!1!社会・副学その棺JIlIIII!I!III!

群化の構図 解屋太一

戦時下に生古る 伊豆剰彦

糖尿病の翠援揮法 伊藤弓i一
生ジュースで健躍に強〈なる本

飯器揮子

薬草手帖下 田中辛惜

わかる留学 松永牧男

勝負告吊の門 天拘太郎

新ラ!!一入門 山崎英一

又々、時刻表、マニア鈴木良徳

新聞づくり 地控庄太部

イタ!J7の丘 宝吉野光雅

経潔がわかる本 山 口 梢 鹿

君は問中角栄;こなれるか

戸川猪佐武

佐 藤 早 苗

日一一一夏休みの幸IJ，'脅時期〈一一一一i

期間 7月22白〈火)-8月初日〈土)) 

OU出主草 委参考主主 学習室

'}(----金曜日 日時~17時配分

土~日隈日 9時 -16時 5C分
。こども室 ~日曜ヲ 9時 -16時 5C分i

公映窓会 ζ新著映画紹介〉

o 9 Fl14日 C白) 1日時、 14時
「趣担味のある事4後J カラ- 30分
「下町むゴモばちゃん先生j カヨ- 31分

史こども映画会 (新着映画紹介〉

。9月 7日(臼) 10時、 14時
「ガキ大明先生J 泥蜜昼間 カラ- 48分

・10月 5日 (8コ 1C時、 14時
「わたんべとすばらしい仲間J

児震麟カラー 40分

古参考室，学漣2主の利用
夏休みの期間中[7月15日〈穴)-9月 6

日(土)J、 3理聖書ヨ号室、学習室の員好な環

境を維持するζ とを呂的に、昨年にひき続き

今年も指丹訂常備iを採用している。したがって

定数以上の利用者の入室はできませんのでむ

了承を。座席数は、書曙室28席、学省筆 116
席 a

合図書書轄の上手な利用のし方 審曙皇室由利用

日常の主主穏や仕事の中で生じた提出などは

参考書室を利用して品てはいかが。番考呈至。まE望
書館白 3~ぎにあり、百軒辞典をはじめ、さま
ざまな辞典 C事典〉や邸主童、図鑑ハYJ<ブッ

夕、統計、地図などが用意してある。また平

揮を中心とした地報について白買耕も用意し

て晶る。

わからないζ とは、書曙室主のカロYターにい

る職員に気軽にと相談を。図書館へこられな

い場合は電話や苧抵でもよい。質問には必ず

資料に事基づいてお答えしているので、湯合に

よっては時聞がかかるζ とがある。又、乙の

図書館の賢斜だけでは不足町場合、神奈川県

立図書館料司金E亘書館へ問い合せたりする場

合も時閣をいただく乙とがあfつまず白でC承

知いただきたい。

合体輯臼 月曜、毎月末 (8月31日〈日刀、

宅日目、

食図審躍午254浅鶴男r12-41電話31-心415

~夏綴特別差是 街の生きものたち

a とき 8月30日まで。

・会場博物館1階特別展示室草

食セミのぬけがらを居Itで
特別揮の会場に大きな地図を麗示している

ζ の地図にセミ自由けがらをはりつけて、ど

白地誌にどんな種類が多いか謂べている。

セミのぬけがらを見つけた人は、見つけた

場所と名前在書いたメモと一緒にポ!!袋に入

れ、受け付けに届けてほしい。地図に名前と

一緒に展示する。

女自然鍍察会大山の秋

・とき 9月218C日〉午前8時~午後4時

-コス下社大山山頂一広沢寺温泉

・申し込み 9月初日までに、往復はがきで

博物館へ。多い場合は抽せんでお入。小学

校 3年生以下は父兄同伴。

会還を見る会 月を昆ょう
月齢11白月を観察する。

・とき 9月初日 C土〉午控6時-8時

・申し込み 9月10日までに笹子授はがきで博

物館へ。多い場合は抽せんで30入。

~耳E木で染めよう木の薬を使って
・臼曙コース 9月 7日(日)1C時 -15時
・平日コ}ス 9月 9日(1()10時-15時
場所博物館斜学教室

材来年費 1人20C向
毛申し込み 8 !'l31日までに往復はがきで希

望日コースを記入して博物館へ。応募多数

のときは抽せんでお人。小学校3年生以下

は父兄間伴で。

~自治研究相談会
理軒、社会の自由研究について、進め方、

謀本;の同定などり相載を受ける。

・8時 8月21尽〈木)10時-16持。
博物輯平壌南浅間町 12-41電話33-5111

会変よさよならコンサート

E室の暮れなずむひととき、会館前広埠でブ

オ…クやポップスなどむ簡欝を楽しもう。家

族で楽しめるコ ナーもあるので、家族でで

カ斗1ょう。

8月308(土)17時 -2(時
・青年、一般100人を対象

-雨天の場合は青少年会館集会窓

会初心者のバドミントン教室

パドミントンの主主礎から試合のできるまで

. 9月 5日-10月31日係週金曜日18時3C分~

20時30分まで。

・ラケy トと運動くやつを用意のこと 0

.青年犯人を対象。

合特別美術教室~治絵~

初揖の泊睦入門

・9月11臼-10月初日毎週木曜日18時30分~

2窃持部分まで。

昔年、一般20人を対盤。材軒費は自己負担

1をともしび交歓のつどい

お茶、ゲーム、七宝焼告などでお年寄りと

(J:支流をしよう。敬老の日にちなんだプレぜ

ントもある。

. 9月14日仁田)13時-15時まぜ。

ー昔年、あ苛寄!J50人。

会資事事のワーJ~ ドガイド

最新の海外ζ ぽれ誌や人々の暮らしなど、

海外生活肱験の量豊富な庖際組スグーニェヲ」デス

、海外駐在員のlレポ}ト主主えて誇りあおう。

• 9月17日、 24日18時3日分-20時3日分まで。

・10!'l7日19時-2T時知ってお宮たいテー

ブノレマナー

・青母30人を対象。

民援しもの町申し込みは貿童謡またはお罰尊重に

来怨していただきたいe

脅体輯Eヨ毎i盟月韓日 青少年虫豊富32-1029



考己犠を持参するロ

8月21日 豊田公民連富

8月26日 旭公民館

9fl4日 吉沢公民館

9月 8日 市役所B金書藍藍

9月11日 金自公民館

…一保健所だより一一日
φ平理探蝿所(電話32-0130)

母子瞳謹苧曜をお持ちください@

予防接種の湾問
午控1時半からS静まで。京日1白

金湯は午後2時から3時まで。

; 税漏説
探鍵セYタ}が完成~たので、

予防接種金携がかわりました。松j原、網、花京、輔、錦、富
士見地区の方は、保健センターか

市民センターで受けて〈ださい。

豊富対象 54年 2 月 1 日 ~28日生

麹受付午按 1 時~2時

頭会場開[埋セYター

畿日程 8汀2111
麹持昏ずるもの ほ子儲躍手帳、筆

記用具

圏受付午捷 1 時~2時

毅会均保健センター

重量持事ずるもの ほ子限表手ヰ長、霊祭

J己的具、母子組尭手ヰ日期i問}
露日程

SIl2611 54年 2I 1l 6rl~2811 生
9 JJ 2 H 54年 3JllH~1O fl 生

9JJ9Lj 54勾 3JJllIIへ-20f-1 ，空

さとうやすし

佐藤婿ちゃん 五
合住所平塩市絞'514高架工務山

にお勤め由佐藤誠さん (27縄〉と

さよ子さん (22罵ラ白長明。現在

2か月で、身長58cm、体重6、4kgo

55母 6，"18日生まれ。

まだ、生まれて 2D'j-jのあうちゃ

ん、 i民いせいかなかなか日を開け

てぐれなかった。おふろが好きで

パパが帰って〈るのが識しみの別

ちゃん、 WHママと朝夕 3時間I散
さ訴するのが日諜。今日は、花オての

おばあちゃんが遊びにきて〈れた

一一 一 ・ぺJ、"'グVネづZ

路第 1期 3思受ける

・対象 2揖(24か月〉から4歳 (48
iJ'月〉までの劫施。なお、接縄問目曹

は 2回 3聞とも 3;毘聞から 8週間。

欝揖2期 I@J受ける

対象 第 1WIの 3罰臼が終わって

からl年以上1年 6か月以内の期間

に畏ける。なお、噂 1期は早めに受

けて、第2期もなあベ<4揖までに

終了するようにしていただきたい。

9月 3日中原公民館金日公民館

国岡崎公民館

タ 4口 有悦日公民館 民金田公民

書官 民地Ja，公民館

ク 5日保健センター
欝日朝司午控 1 時~2時

霊童会場 平塩保健所

[3か丹児健診3
9JJ5fl55年 5 月 1 日~1O日主主
91112[1 55iJ三 5FJll 日 ~20B生
9J11911 55'f5 月 21 日 ~31 羽生時

[3歳児鍵診]
9 n 4 H 52年 7!11 H~10H éI' 
9 )118 日 52年 7I Jl1 EI~2013 'E
9112511 52年 7FJ21日~紅白金三

潟 1栽までの赤ちゃんならどなた

でも受けられあ。常盤、生活指捕、

発育等宵¥Ilに隠するいろいろな問題

を、お母さんと一緒に考えるD 時間

麹 対韓満3かHを終過して 4摘に

達するまで白乳幼氾で 1[8]も受け

ていないお子さん。

睡ツベルクリン接種

9 f-110Ll 中原公民館金白公民館

出向崎公民館
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長時町内会

長嗣町内会

入 Pf.甑 '!:.fJlITJ内会

与1t1縄問J内会

一
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秒
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干
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し
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貴
械
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L

珪
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刊
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、
身
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に
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な
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な
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。
清
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組
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L
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ま
れ
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ぞ
き
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は
。
斑
パ
テ
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な
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味
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と
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、
町
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気
か
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つ
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。
の
践
的
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も
な
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。
賞
事
は
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お
を
十
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と
り
ビ
タ
ミ
ン
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資
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~
が
不
足
し
な
い
よ
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に
し
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言
。

叫
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寝
不
足
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な
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よ
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に
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ぐ
る
し
い
た
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に
、
夜
ふ
か
…

弘
町
し
を
し
が
ち
だ
が
、
時
飢
を
十
分
一

と
る
よ
う
に
。
硬
似
れ
な
か
っ
た

と
き
は
わ
ず
か
な
富
言
、
三

一

世

を

す

る

よ

三

つ

に

心

が

け

る

。

保
健
所
で
は
、
婿
姻
時
の
血
液
時

を
燕
料
で
一
完
掘
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、

毎月第七第3土濯沼

生活関連物資{価格調査
モニタ-3C人による 7月の平均価格

品呂!規格!小売l苫|スーパー

合成剤洗 I1 66k9入 I 686円 I7田 円

砂 繍!と自 1kg I 283河 I28C円
サヨダ抽 70011 I 312円 I334内
小麦粉 I 1 同 I 186円 1 179円
しょう岨 11 Q. 入 I274内 I261.CL 

41JZI6?4
偲 l筋肉 j20向

日実 際jI屑 1009 I 158月 I 153円

鶏卵 I10個入 I211円 I 2001号
プロパン 110m' は， 86C円

暗売品目 隠肉、ハム全品

劉ヲ! 平常倍強小売稲栴の

1009につき2G内正。

Eただし、 ー部特{!fli(誌を除ぐ〉

鴎い合わせば市役所地域づくり課

〈篭話23・1111内締264)尉ヨ
①花火を人や軍に尚げたり、燃えやナい物のある場所で遊ばない主うにしましょう。

②花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守Dま

しょう。

@嵐の強いとζ ろは、おもわ均所に火が飛ぶので濃

Lまないようにしましょう。

④吹き出しゃ打ち上げなどの出物花火は、途中で火

が消えても簡を由ぞかないように。

⑤たくさんの花火に一度に火をつける乙とは危険。

喧漣ぷ前に必ず京者間窓しましょう。

⑦花火をほぐして遊ぶζ とは危険です。
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収
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。
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、
平
塚
鶴
輪
場

犬@ねこ
県動物官。後センターでは、捨て犬、捨てね

乙によあのらいぬ、のらねこの培加と、犬ね

ζによるfú.~与を紡ぐため、今月も次白日程で
いらなくなった犬、むとの巡回収容を行う。

当行、犬を出される方は「日]かんJ [犬の

事査本LJ [1明抑等索愛犬手帳jぞ持容のう

え会場へお出i!'けを。なお、収群車の停留時

間1は 10分間。また、ねζは蹄袋かダンボーノレ

箱に入れていただきたい。

9il6臼 (土) 9月13臼 (ニと〕
9 ∞ 神fU公民館 9 : 00 松際公民官官

9 : 25 大野公民館 9 : 20 須賀公民館

9 : 50 時旧公民館 9 : 40 花水公民館

10:抑 制(色公民館 10: 00 第一上見公民館

10: 30 金町公民館 10: 30 中原公民館

10 : 50 岡崎公民館 10:55 1l!1公民館

11 : 10 金日卦i故宮 11 : 15 吉沢公民館

3 品百し自のも弦斎庵ゃ昭和43年 2月現央 一一>13く一-

i 海難地誌の匁j荘
E 胞摩地区の別在については前回 南方に、実業家安問善次郎¢寸主

Eも触れたが、宰い故苦Uは市民か 安田善良栴、輸入金巾現物の販売

きらの聴取記鋸があるので、 Cれを 閥的JI!太郎兵稿、横浜E事盟関原

E中心こ、引き続きとの地区こあっ 鳥井徳兵帯、工学博士護木要造、

Eた思促主について述べる。 女t2f・東京女医学校創立者吉阿弥

~ ~1.荘〈少数の五喝を含む〉の勤有 i 生、野開道買の秘欝永井専太郎、

三 と 所 有 高 は よ て の む と く で あ る 号 入 の 石 垣 本厨主・立場銀行創設

E 平塩駅南側に主主たって岩村i車捜 者哲山泰助、その南に牧山時雄。

きそE南に村井弦斎。村井ヨs白一部 ! 桃民公践附近に、女流パイオ!J

Eだった所に、目立製作所創業当時 1 ニスト百草分け安藤幸子。花水IJ，
E白社長ソj、平波平。すこし開てて、 学校敷地こなっている所に野樟遣

さその南こ、東京の綿糸珂開高jJH大 ! 賞、 ιの呈出在立後こ相模紡績創設

E兵商、告主主翼党佐々木病院の倉説者 i 社長日比谷平主主南円のjj')，在になっ

5佐々木東時、間病院平塚分院薬局 i た a 浜活中学校校舎が建っている

三長・薬学博士阿古亀太郎、東京帝 1 所に高田時三の兄高缶軍三。

三大医掛教授抱馬又次氏" 筋舗道の西には、日比谷民のあ

E 揖大門通Dのi'9には、北から、 ! と相模結構社長になった間部孝之

e r大礼板監でアコーデオンを鳴ら ! 助、株屠 f角万j 主人鈴木圭三、

Eし、多数の人を連れて薬を売り揖 ; 男爵岡田孝吉。作家中!U助もζ の

さき、大金を揮たj という松永氏。 ι 付近に往んでいたようである。

三モ刀千寸近に、小平波平夫人の兄，!j、 ! ζ れらよりずっと西、花水111近

i室民、伯爵犠藤象次郎、三木民( <に銑道大臣を勤めたIJ'¥JII平音。

E名前ド等不詳〉モの南方に、南[習家 i 所有者の中には、村井弦斉・佐

2 ・入木濯三位華道箇道正統47世田 i 々 木東洋・桂山泰勧・臼比谷平左

E中穂年、無頼七宝焼の名手 E 帝技 ! 帯内など、文化.~豆捜・経障にわ

き芸員時11惚勘、高田高会主人高田 I たって、近代平揮発援の義盤をつ

き慎乏の夫人的問氏、三井銀行の幹 <って〈れた人がいる。にの地区

三部で本市出身杉山寅雄 の盟主任由特色である。
三 一

之 三木毘;経由方には、もと魚つ (文責臼井忠〉封おたずね1;1:市史

1つができた総の油があって、その i 輔さん諜へ (3]-0429)

一 一 一Oiili窃日程 8 FJJ7日仁日)1α時-121待魚市場

・131時 -15時港ノj学 校 C港地区自治会)/8月

19日〈ヅU 10時 -15時平援市役所/8月22日 C

金)10時 -15時日廃車位亡時)/8月初日〈京

) 1出寺-15時共栄工業 C揖)/8月318(日〉

10時 """"15時 豊 田 公 民 館 〈 豊 白 地E王宮治会)/9  

月 6日 f土)lC時 -15時市民セン主一語lC薬剤

師会)/9月 8日ひね 1自時-12時 神奈川l中央

交通仁棟〉平揮営業所・ 13時 -15時 東洋軌材平

器 工 場/9月10日げ<)10時 -15時パイロ y ト

ブレシジョ>'(棋) .第}生命保倹相互会社/9

1ヲ11日仁木)10時 -15時 日本エアーフィルター

~、~ー〈ご協力ありがとうございましたー~-

東海大学部育会本部491本、小松電子金属 C株〉

24京、平域市中央農協126志、岩井金属工業 ζ揖〉

26京、石劇研究所〈楳)31京、 日穿Fきま悼〈株)21 

9本、平揮工業高校219本、農協教育センター61本

古河持殊金菌ココ翼〈株)41ヌ宏、廊崎盤平器円:58本

東中原地底自治金50:<$:、中原地区町内金41本，
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き

・午前の苦5

.午後の部

く〉ところ 市民センターホール

⑧出演者広沢言電i輩、二葉百合歌

富士繁路、木村友街、東家1南太郎

日〈日〉

午前9時30分続演

午後 1草寺30分澱;寅

9 。と

入場希望者は、往復はがきに住所、民名、年

齢、織業と希望の昌吉〈午前田部、午後の部〉を

記入して S月末日心耳、着のζ と〉までに、市民

センタ一事務愚へ申し込みを。

市民センタ一事務局 C=r254平場市

平器新宿 93C番地電話32-2235)

………  
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